
2

□
芳
賀
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
に
係
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

内
容  

２
案
件
つ
い
て
は
「
地
域
の

自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め

の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
い
わ

ゆ
る
地
域
主
権
改
革
一
括
法
の
施
行

に
伴
い
、
地
方
分
権
改
革
の
一
環
と

し
て
介
護
保
険
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
包

括
的
支
援
業
務
を
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
基
準
及
び
指
定
介
護
予
防
支

援
事
業
所
に
従
事
す
る
従
業
者
数
、

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

方
法
の
基
準
、
事
業
運
営
に
関
す
る

基
準
等
を
町
の
条
例
で
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
制
定
す
る
も

の
で
す
。

質
疑　

２
議
案
と
も
増
渕
さ
つ
き

議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

内
容  

家
庭
的
保
育
、
小
規
模
保
育
、

居
宅
訪
問
型
保
育
及
び
事
業
所
内
保

育
事
業
に
お
け
る
設
備
の
基
準
、
職

員
の
配
置
、
保
育
の
時
間
等
に
つ
い

て
の
基
準
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

内
容  

設
備
の
基
準
、
職
員
の
配
置
、

開
所
時
間
・
日
数
等
に
つ
い
て
基
準

を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

内
容  

職
員
の
任
期
を
定
め
た
採
用

及
び
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職

員
の
給
与
の
特
例
に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。
高
度
の

専
門
性
を
備
え
た
民
間
の
人
材
活
用

や
期
間
が
限
定
さ
れ
る
専
門
的
な
行

政
ニ
ー
ズ
へ
の
効
率
的
な
対
応
、
繁

忙
期
に
お
け
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
を
充
実
す
る
た
め
、
一
定
期

〈 

条
例
制
定 

〉
□
芳
賀
町
保
育
の
必
要
性
の
認
定
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

内
容  

保
育
の
必
要
性
の
認
定
に
関

し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。
保
育

の
必
要
性
の
事
由
、
必
要
量
の
区
分
、

認
定
の
有
効
期
限
な
ど
に
つ
い
て
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
に

基
づ
き
規
定
す
る
と
と
も
に
、
施
行

規
則
中
に
市
町
村
が
定
め
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
保
護
者
の

就
労
時
間
・
利
用
の
事
由
、
求
職
活

動
認
定
の
有
効
期
間
等
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

内
容  

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
施
行

規
則
に
基
づ
き
、
認
定
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
、
保
育
所
の
利
用
定
員
、
運

営
に
関
す
る
基
準
や
家
庭
的
保
育
、

小
規
模
保
育
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
所
内
保
育
の
利
用
定
員
、
運
営
に

関
す
る
基
準
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

12月定例会の概要
平成 2 6 年 第６回 町 議 会 定例 会 は 、11月2 8日から12 月３日まで の６日間 の 会 期 で 開 かれました 。

期　日 会 議 名 内　　　　　　　容

11月28日（金） 本会議
全議案提案理由の説明、人事院勧告に伴う条例改正（発議含む）と補正
予算（一般会計）の質疑・討論・採決

11月29日（土） 休　会

11月30日（日） 休　会

12月１日（月） 休　会

12月２日（火） 本会議 一般質問

12月３日（水） 本会議
一般質問、初日に採決した案件を除く全ての議案、質疑・討論・採決
各常任委員会事務調査と継続審査の報告、質疑・討論・採決

条例改正・一般会計補正予算など 19 議案を可決
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間
内
に
業
務
終
了
が
見
込
ま
れ
る
場

合
や
一
定
の
期
間
内
に
限
り
、
業
務

量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
原

則
３
年
を
越
え
な
い
範
囲
で
任
期
を

定
め
て
職
員
を
採
用
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
制
度
で
す
。

質
疑　

市
川　

宗
司
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

内
容  

人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家
公

務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
期
末
手

当
の
12
月
期
の
支
給
割
合
を
0
・
15

月
分
引
き
上
げ
す
る
も
の
で
す
。
平

成
27
年
４
月
か
ら
は
、
こ
の
引
き
上

げ
分
を
0
・
075
月
ず
つ
６
月
期
、
12

月
期
に
割
り
振
る
た
め
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
　

 

質
疑　

水
沼　

孝
夫
議
員

反
対
討
論　

水
沼　

孝
夫
議
員

（
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家
公

務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
給
与

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
、
官
民
給

与
の
格
差
を
解
消
す
る
た
め
、
若
年

層
を
中
心
と
し
て
、
給
料
月
額
を
平

均
0
・
27
％
引
き
上
げ
、
ま
た
、
勤

勉
手
当
の
12
月
期
支
給
割
合
を
0
・

15
月
引
き
上
げ
る
内
容
で
す
。

　
　

質
疑　

水
沼　

孝
夫
議
員

反
対
討
論　

水
沼　

孝
夫
議
員

（
原
案
可
決
）

□
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

平
成
26
年
人
事
院
勧
告
に
伴

う
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ

て
、
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
、

12
月
期
の
支
給
割
合
を
0
・
15
月
引

き
上
げ
す
る
も
の
で
す
。
平
成
27
年

４
月
か
ら
は
、
こ
の
引
き
上
げ
分
を

0
・
075
月
ず
つ
６
月
期
、
12
月
期
に

割
り
振
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

反
対
討
論　

水
沼　

孝
夫
議
員

芳
賀
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

芳
賀
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
き
ま
し
て
一
括
し
て
反
対

討
論
し
ま
す
。

　

国
の
借
金
が
１
、
０
０
０
兆
円
を

越
え
日
経
新
聞
に
よ
る
と
２
０
１
５

年
に
は
１
、
１
４
３
兆
円
ま
で
膨
ら

む
の
で
は
な
い
か
と
予
測
が
出
て
お

り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
4
月
に
８
％

へ
増
税
し
た
結
果
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
マ
イ
ナ

ス
成
長
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
税
収

が
伸
び
た
と
は
い
え
、
税
収
以
上
の

予
算
を
組
む
と
い
う
こ
の
国
の
財
務

官
僚
と
か
、
国
会
議
員
の
考
え
方
は

お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

今
回
の
人
事
院
勧
告
で
す
が
、
国
の

借
金
を
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
ツ
ケ

を
回
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
よ
く

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
子
ど
も
の

貧
困
や
年
寄
り
の
年
金
カ
ッ
ト
、
高

齢
者
な
ど
の
医
療
費
値
上
げ
と
か
、

非
常
に
問
題
が
山
積
み
し
て
い
る
中
、

な
ぜ
今
人
事
院
勧
告
に
よ
っ
て
公
務

員
給
与
の
引
き
上
げ
な
の
か
、
納
得

い
き
ま
せ
ん
。

　

増
税
分
は
社
会
保
障
と
少
子
化
対

策
に
使
う
は
ず
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
、

人
事
院
勧
告
を
こ
の
ま
ま
う
け
る
の

で
は
な
く
、
こ
こ
は
拒
否
す
る
こ
と

も
出
来
る
と
考
え
て
の
反
対
討
論
で

す
。

（
質
疑
な
し
、
原
案
可
決
）

〈 

条 

例 

改 

正 
〉

□
芳
賀
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部

が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
芳
賀

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、

出
産
育
児
一
時
金
の
総
額
42
万
円
を

維
持
し
つ
つ
、
産
科
医
療
保
障
制
度

に
お
け
る
掛
け
金
の
額
を
３
万
円
か

ら
１
万
６
千
円
に
見
直
す
こ
と
に
よ

り
出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
39
万
円

か
ら
40
万
４
千
円
に
改
正
す
る
も
の

で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

内
容  

祖
母
井
南
部
土
地
区
画
整
理

事
業
の
換
地
処
分
に
伴
い
、
平
成
27

年
２
月
末
に
町
名
地
番
が
確
定
し
ま

す
の
で
、
同
事
業
地
内
に
あ
る
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

町
有
施
設
の
町
名
地
番
を
変
更
す
る

た
め
、
条
例
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）
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〈 

承
　
　
　
認 

〉
〈 

補 

正 

予 

算 

〉

□
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

内
容  

平
成
26
年
６
月
６
日
に
議

決
し
た
防
災
行
政
無
線
施
設
デ
ジ

タ
ル
化
更
新
工
事
に
お
い
て
当
初

契
約
額
４
億
３
、７
４
０
万
円
に

２
、２
６
４
万
７
、６
０
０
円
を
追
加

し
、
４
億
６
、０
０
４
万
７
、６
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
変
更
は

中
継
局
数
の
変
更
と
親
局
の
電
源
確

保
を
す
る
た
め
、
役
場
に
設
置
さ
れ

て
い
る
自
家
発
電
機
の
更
新
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
平
成
26
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
））

内
容  

議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余

裕
が
な
か
っ
た
の
で
、
地
方
自
治
法

第
179
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
11
月

21
日
に
専
決
処
分
し
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
衆
議

院
議
員
選
挙
に
係
る
経
費
で
す
。

質
疑　

市
川　

宗
司
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

〈 

契
　
　
約 

〉

□
芳
賀
町
公
園
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

内
容  
祖
母
井
南
部
土
地
区
画
整
理

事
業
地
内
に
整
備
し
た
街
区
公
園
１

号
に
つ
い
て
、
名
称
を
公
募
し
「
代

町
ふ
れ
あ
い
公
園
」
と
決
定
し
た
こ

と
か
ら
、
都
市
公
園
と
し
て
名
称
と

位
置
を
追
加
す
る
も
の
と
、
公
園
の

地
名
地
番
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
運
動
施
設
の
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

内
容  

今
年
10
月
に
総
合
運
動
公
園

内
に
竣
工
し
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

を
条
例
に
追
加
し
、
使
用
料
を
設
定

す
る
た
め
、
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

使
用
料
は
、
午
前
・
午
後
と
も
一
人

当
り
100
円
と
す
る
も
の
で
す
。
町
外

者
は
倍
額
と
な
り
ま
す
。

質
疑　

小
林　

一
男
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損

害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
）

内
容  

町
道
で
の
自
動
車
事
故
の
損

害
賠
償
額
が
確
定
し
、
和
解
締
結
す

る
た
め
、
地
方
自
治
法
180
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
権
限
に
属

す
る
軽
易
な
事
項
は
、
町
長
に
専
決

が
委
任
さ
れ
て
い
る
の
で
、
11
月
11

日
専
決
処
分
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成
26
年
度
芳
賀
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

内
容  

総
額
に
１
億
２
、
０
７
３
万

１
千
円
を
追
加
し
予
算
総
額

81
億
２
、４
８
９
万
３
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
国
県
支
出
金
は
保

育
所
運
営
費
負
担
金
540
万
円
水
田
経

営
と
ち
ぎ
モ
デ
ル
条
件
整
備
事
業
費

913
万
６
千
円
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
９
、７
６
９
万
９
千
円
で
す
。

　

主
な
歳
出
は
、
各
款
の
職
員
人
件

費
総
額
２
、７
４
１
万
９
千
円
、
児

童
数
の
増
に
よ
り
私
立
保
育
園
支

援
費
１
、２
０
０
万
円
、
ひ
ば
り
が

丘
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事
１
、

５
４
６
万
６
千
円
、
水
田
経
営
と

ち
ぎ
モ
デ
ル
条
件
整
備
事
業
費
１
、

３
２
４
万
８
千
円
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備

費
１
、９
４
４
万
円
な
ど
で
す
。

質
疑 

増
渕　

さ
つ
き
議
員

 

北
条　
　

勲　

議
員

 

小
林　

一
男　

議
員

 

水
沼　

孝
夫　

議
員

反
対
討
論　

水
沼　

孝
夫
議
員

（
原
案
可
決
）

□
平
成
26
年
度
芳
賀
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

内
容  

総
額
に
329
万
４
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
２
億
８
、５
２
９
万

４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
入
は
、建
物
災
害
共
済
保
険

の
損
害
共
済
金
で
、歳
出
は
落
雷
に
よ

り
故
障
し
た
計
器
の
修
繕
費
用
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る

閣
議
決
定
の
撤
回
に
関
す
る
陳
情

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告　

見
目　

匡
議
員　

委
員
会
で
の
継
続

審
査
の
結
果
、
不
採
択
と
決
定
し
ま

し
た
。
委
員
会
の
意
見
を
述
べ
ま
す
。

日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、

ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

争
い
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
抑
止
力
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
、

政
府
は
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

容
認
す
る
閣
議
決
定
」
を
行
い
ま
し

た
。
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
も
、
実

施
の
た
め
の
法
律
が
国
会
で
成
立
し

て
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
も
の
で
す
。

討
論

 

石
川　

保
議
員

（
質
疑
な
し
、
不
採
択
）

□
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
制
度
に

対
す
る
確
認
・
要
望
書

教
育
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告

　

小
林
俊
夫
議
員　

慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
継
続
審
査
と
す
る
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
継
続
審
査
）

〈 

報
　
　  

告 

〉
〈 

陳
情
・
要
望
書 

〉


